
７．森の科学館および野外展示概要（平成２４年３月末現在）

科学館１階（多摩森林科学園担当展示）

容内類種

プッラト用集採虫昆◎し出き引のネタ◎物示展

物動るかわでとあ足◎痕食のビササム◎

◎フンや食痕で分かる動物 ◎木質バイオマス関連

◎木材クイズ（木製品） （ペレットストーブ、ペレット）

き働のそと物動壌土◎マラオジ◎

◎大正時代・海外のサクラの文献

パソコン図鑑 ◎サクラ情報検索システム

映 像 装 置 ◎多摩森林科学園紹介ビデオ ◎ムササビの親子

◎園内の野生動物

◎大型ディスプレイ４台（樹木、昆虫、動物、環境教育各コーナー１台）

）製剥（マグナア◎木古のギス◎本標

◎ダグラスファーの巨木 ◎タヌキ（剥製）

）製剥（ギサウノ◎板輪年のミモ◎

）製剥（スリンホニ◎板輪年のキノヒ◎

）製剥（ミズネカア◎類種９：鑑材◎

◎腊葉標本：９種類 ◎イエコウモリ（剥製）

◎日本で最初に製作された集成材 ◎アライグマ（剥製）

◎球果標本：１４種類 ◎ソウシチョウ（剥製）

◎サクラの花のアクリル標本 ◎ガビチョウ

◎カマキリ他昆虫の標本：１２１種類 ◎アオバト

◎キノコの標本：１６種類 ◎カワセミ(剥製)：２体

◎両生類・爬虫類の液浸標本 ◎カルガモ(剥製)：２体

：１４種類 ◎クロジ(剥製)

◎キビタキ(剥製)

◎シジュウカラ(剥製)

◎ハクビシン（剥製）

◎トラツグミ（剥製）

◎アズマモグラ（剥製）

◎テン（剥製）

写 真 ◎航空写真

解説パネル ようこそ 多摩の森へ

◎景観のうつりかわり ◎地形図でみる多摩森林科学園周辺の変化・空中写

真でみる多摩森林科学園周辺の変化 ◎代表的な日本の森林 ◎植物の標本

◎科学園のキノコ ◎土壌動物とその働き ◎科学園の昆虫相
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容内類種

◎科学園のチョウ ◎昆虫調査用トラップ ◎ムササビと里山の変遷

◎木質ペレット ◎多摩森林科学園での森林教育 ◎私はだれでしょう？

◎－身近な木，木製品を見よう－

ようこそ サクラ保存林へ

◎サクラとは ◎野生のサクラ ◎サクラの栽培品種の成り立ち ◎最古の

栽培品種 ◎江戸時代の桜 ◎明治・大正時代の桜 －荒川堤－ ◎昭和時代

以降の桜 ◎新しいサクラの看板、読み方のコツ ◎サクラ保存林で見る東

北の桜 ◎東北・夢の桜街道 ～八十八カ所巡り～ ◎サクラの樹皮と樺細工

◎サクラの栽培品種 その１ 伝統を正しく引き継いで、未来に ◎その２

良好な例：名前と遺伝子型が一致 ◎その３ １つの名前の中にいくつも

の遺伝子型！？ ◎その４ 別の名前なのに遺伝子型が同じ！？ ◎問い合

わせの多いサクラの病気 ◎フェロモンを使ってサクラの害虫退治◎サクラ

保存林の役割 ◎森林総合研究所の桜前線速報 気候変動とサクラの開花

図 書 コ ー ナ ◎森林・林業関係図書：約１４０冊

科学館２階（森林総合研究所（つくば）担当展示）

容内類種

展 示 物 ◎いろいろな木材の重さ ◎きのこの役割

音る出らか木◎毛ののもけ◎

◎はたらく林業機械 ◎国ごと Co2排出量比較

◎木材から新素材を作る ◎いろいろな木質材料

映 像 装 置 ◎人工土石流実験

◎はたらく林業機械

標 本 ◎倒木をリサイクルする昆虫：３２種類 ◎花粉を運ぶ昆虫たち：５５種類

◎落葉広葉樹のカミキリ：１８種類 ◎スズメバチ類：６種類

◎イノシシ（骨格標本） ◎ハクビシン（骨格標本）

◎アナグマ（骨格標本） ◎小笠原のカミキリムシ・カタツム

リ

解説パネル 小笠原の自然

◎森林総合研究所の小笠原研究 ◎小笠原とその生きもの ◎小笠原の昆虫

とグリーンアノール ◎小笠原のカタツムリとリクウズムシ

◎小笠原の外来植物 アカギ ◎クマネズミの根絶とウグイスの復活
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容内類種

東日本大震災

◎東日本大震災への研究対応 ◎森林の放射性物質の分布

◎森林内の除染試験 ◎スギ雄花の放射能汚染 ◎津波による海岸防災林の

被災と被害軽減効果

生物多様性

◎多様な生物はいろいろな役に立っている ◎森に住む菌類の働き

◎森の恵み 国土と水を守る

森林資源の活用

◎木を余すことなく使って地球温暖化防止 ◎森と木を活かして地球温暖化

を防ぐ ◎スギの花粉をなくす ◎林業機械の「むかし」と「いま」 ◎木

から出る音 ◎水に浮く木、沈む木 ◎世界一重い木、軽い木 ◎生産物：

木材を使う ◎木材から新素材を作る ◎木材からバイオエタノールを作る

◎いろいろな木質材料 ◎木材で大きな建物をつくる

科学館２階（「東北の桜」写真展）

容内類種

展 示 写 真 ◎三春の滝桜 ◎上ノ台の桜 ◎松島 ◎白石川堤 ◎米沢城

◎釜の越の桜 ◎小町堂 ◎角館武家屋敷 ◎小岩井農場の一本桜

◎龍谷寺の盛岡枝垂 ◎鯛の岩 ◎弘前城

野外展示の概要

容内類種

こんちゅうス ３８ページ参照

ポット

ムササビスポ ３９ページ参照

ット

サクラ表示板 ４０ぺージ参照

私はだれでし 第２樹木園内に１０箇所の解説板

ょう？
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野外展示：こんちゅうスポット 
多摩森林科学園の野外には，「私はだれでしょう」という樹木解説や，「ムササビ スポッ

ト」，「野鳥観察ポイント」などの生き物に関するフィールド案内施設が設けられています。

2010 年秋に，科学園で見られる昆虫や，それらと関係の深い事項に関する解説板「こんち

ゅうスポット」を樹木園とサクラ保存林に，50 か所設置しました。 
「こんちゅうスポット」以外の生き物に関する解説板も含めて，その内容を簡単に記入し

ていただく自己学習システム「科学園の生き物を知ろう！」の記入用紙を，森の科学館と

受付舎に用意してあります。個人や少人数グループだけでなく，学校の授業や夏休みの宿

題等にも積極的にご利用いただけば，生き物に対する理解をより深めていただけるものと

期待しています。 
こんちゅうスポット内容抜粋 
1．科学園の季節のチョウ（月替わり） ／ 5．イスノキの葉の虫こぶ ／ 11．科学園

のトンボ ／ 20．樹のアナを利用するハチ（借坑性ハチ）の巣 ／ 28．スギ・ヒノキ

の害虫 ／ 42．科学園の外来昆虫 ／ 44．科学園から見つかった新種 
 

  

 （井上大成） 
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野外展示：ムササビスポット 
2009 年 5 月、 第 2 樹木園を中心に約 20 か所のムササビスポットを設置しました（写真

１）。また、森の科学館にムササビコーナーを設け、ムササビ特有の食痕や巣材などの実物、

巣箱内での子育て映像などを展示しました。2009 年 7 月にリーフレット「科学園の森には

ムササビがすんでいます」を作成し、希望者に配布しています（写真２）。リーフレットを

持って、樹木園のムササビスポットを散策することで、夜行性のムササビの生態を楽しん

で学ぶことができます。 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（林 典子） 

写真１ 

 
写真２ 
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野外展示：サクラ表示板の改訂と桜巡りマップ 
2012 年 2 月、サクラ保存林において約１５０か所のサクラ表示板の改訂を行いました（図

１）。これまではサクラの栽培品種名（例えば「御衣黄」「楊貴妃」のような名称）のみが

表示されていましたが、それでは学術的価値がほとんどなく、正確な遺伝資源としての管

理を考えるとき、いつ、どこから、どのような名前で導入され、分類学上の種類、および

栽培品種名が何であるか、という詳しい情報が必要です。したがって、このような考えに

基づいた詳細な情報を記載した表示板を今回設置しました（図２）。今回の表示板はまだ全

ての栽培品種には設置されておらず、また、素材は従来の看板の上にラミネートしたもの

を貼り付けた簡易なものであるため（図１）、将来は全ての栽培品種を対象にしてしっかり

した素材の看板に取り替える必要があります。 さらに、2012 年春の企画に合わせて、「桜

めぐりマップ、サクラ保存林で見る東北・北関東の桜」を作成し、園内の散策に役立てま

した（図３）。 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（勝木俊雄、岩本宏二郎） 

 
図１ 

図３ 

図２ 
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桜

茨
1 

⼋
房

桜
茨

2 
向

上
庵

の
枝

垂
桜

栃
4 

⾬
情

枝
垂

栃
5 

思
川

栃
1 

輪
王

寺
の

⾦
剛

桜
栃

2 
望

⽉
桜

栃
3 

花
⽯

桜

群
3 

⾦
蔵

寺
の

枝
垂

桜

群
1 

発
知

の
彼

岸
桜

群
2 

桜
森

の
彼

岸
桜

⼭
2 ⽩

鷹
の

薬
師

桜
   

岩
⼿

県

宮
城

県

福
島

県

茨
城

県

⻘
森

県

秋
⽥

県

⼭
形

県

群
⾺

県

栃
⽊

県

野
1 

オ
オ

ヤ
マ

ザ
ク

ラ
番

外
：

野
⽣

の
サ

ク
ラ

科
学

園
に

植
え

ら
れ

て
い

る

東
北

・
北

関
東

の
桜⼀
覧

福
5 

開
成

⼭
の

桜

し
お

が
ま

こ
 が

い

い
わ

は
し

ほ
っ

ち

し
ょ

う
ぼ

う
じ



解
説

⻘
1:

①
弘

前
桜

②
サ

ト
ザ

ク
ラ

③
ʻ普

賢
象

ʼ④
弘

前
公

園
 

⻘
森

県
弘

前
市

⑤
ʻ普

賢
象

ʼは
室

町
時

代
か

ら
あ

る
と

も
い

わ
れ

る
栽

培
品

種
。

弘
前

城
で

は
、

江
⼾

時
代

か
ら

サ
ト

ザ
ク

ラ
の

植
栽

が
⾏

わ
れ

て
い

た
。

秋
1:

①
煙

⼭
の

⼤
⼭

桜
②

サ
ト

ザ
ク

ラ
④

秋
⽥

県
仙

北
郡

美
⾥

町
⑤

秋
⽥

の
園

芸
家

 
煙

⼭
薫

朗
に

よ
り

育
成

さ
れ

た
サ

ク
ラ

。
オ

オ
ヤ

マ
ザ

ク
ラ

と
サ

ト
ザ

ク
ラ

が
交

雑
し

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

 
秋

2:
①

単
弁

東
匂

②
サ

ト
ザ

ク
ラ

④
秋

⽥
県

仙
北

郡
美

⾥
町

⑤
秋

⽥
の

園
芸

家
 

煙
⼭

薫
朗

に
よ

り
育

成
さ

れ
た

サ
ク

ラ
。

上
記

と
同

じ
く

オ
オ

ヤ
マ

ザ
ク

ラ
と

サ
ト

ザ
ク

ラ
が

交
雑

し
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
 

 
 

⼭
1:

①
⼋

⼄
⼥

種
ま

き
桜

②
エ

ド
ヒ

ガ
ン

④
⼋

⼄
⼥

⼋
幡

宮
 ⼭

形
県

⻄
置

賜
郡

⽩
鷹

町
⑤

町
天

然
記

念
物

。
樹

齢
約

50
0年

と
も

い
わ

れ
る

。
⽩

鷹
町

は
7本

の
桜

古
⽊

が
あ

る
こ

と
で

知
ら

れ
る

。
 

岩
1:

①
奥

州
⾥

桜
②

サ
ト

ザ
ク

ラ
③

ʻ奥
州

⾥
桜

ʼ④
菊

池
政

雄
 

岩
⼿

県
盛

岡
市

⑤
市

内
と

こ
ろ

ど
こ

ろ
に

植
栽

さ
れ

て
い

る
。

原
敬

記
念

館
の

「
戴

き
桜

」
も

こ
の

栽
培

品
種

と
考

え
ら

れ
る

。
岩

2:
①

⽔
晶

桜
②

サ
ト

ザ
ク

ラ
③

ʻ塩
釜

ʼ④
国

⽴
遺

伝
学

研
究

所
 

静
岡

県
三

島
市

⑤
岩

⼿
県

盛
岡

市
内

の
個

⼈
宅

に
あ

る
も

の
を

19
20

年
三

好
学

が
名

づ
け

た
と

伝
え

ら
れ

る
。

岩
3:

①
盛

岡
の

枝
垂

⼤
臭

桜
②

オ
オ

シ
マ

ザ
ク

ラ
×エ

ド
ヒ

ガ
ン

④
岩

⼿
県

盛
岡

市
⑤

原
⽊

は
今

は
な

い
。

ʻ盛
岡

枝
垂

ʼの
実

⽣
か

ら
⽣

じ
た

も
の

と
伝

え
ら

れ
て

い
る

。
岩

4:
①

本
誓

寺
枝

垂
②

オ
オ

シ
マ

ザ
ク

ラ
×エ

ド
ヒ

ガ
ン

④
本

誓
寺

 
岩

⼿
県

盛
岡

市
⑤

市
天

然
記

念
物

。
枝

垂
⼤

臭
桜

と
よ

く
似

て
い

る
。

岩
5:

①
⿓

⾕
寺

の
盛

岡
枝

垂
②

オ
オ

シ
マ

ザ
ク

ラ
×エ

ド
ヒ

ガ
ン

③
ʻ盛

岡
枝

垂
ʼ④

⿓
⾕

寺
 

岩
⼿

県
盛

岡
市

⑤
国

天
然

記
念

物
。

ʻ枝
垂

桜
ʼと

ʻ染
井

吉
野

ʼが
交

雑
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

て
い

る
。

岩
6:

①
盛

岡
の

⽯
割

桜
②

エ
ド

ヒ
ガ

ン
④

岩
⼿

県
盛

岡
市

⑤
盛

岡
地

⽅
裁

判
所

の
前

庭
に

あ
る

。
花

崗
岩

の
隙

間
に

⽣
え

る
奇

異
な

姿
か

ら
⼤

正
12

年
に

天
然

記
念

物
に

指
定

さ
れ

た
。

岩
7:

①
正

法
寺

の
袈

裟
掛

け
の

桜
②

エ
ド

ヒ
ガ

ン
④

岩
⼿

県
奥

州
市

⽔
沢

区
⑤

南
北

朝
時

代
、

正
法

寺
開

⼭
の

折
、

無
底

良
韶

禅
師

が
脱

い
だ

袈
裟

を
掛

け
た

と
伝

え
ら

れ
る

サ
ク

ラ
 

⼭
2:

①
⽩

鷹
の

薬
師

桜
②

エ
ド

ヒ
ガ

ン
④

薬
師

堂
 

⼭
形

県
⻄

置
賜

郡
⽩

鷹
町

⑤
県

天
然

記
念

物
。

坂
上

⽥
村

⿇
呂

が
⼿

植
え

し
た

と
の

伝
説

が
残

る
エ

ド
ヒ

ガ
ン

の
古

⽊
。

 

宮
3:

①
作

並
菊

②
サ

ト
ザ

ク
ラ

③
ʻ泰

⼭
府

君
ʼ④

久
保

武
茂

 
⼤

阪
府

伊
丹

市
⑤

京
都

の
桜

守
 

佐
野

藤
右

衛
⾨

が
昭

和
30

年
頃

に
宮

城
県

仙
台

市
⻘

葉
区

作
並

で
⾒

つ
け

、
増

殖
し

て
広

め
た

と
さ

れ
る

。
宮

4:
①

作
並

⼭
桜

②
カ

ス
ミ

ザ
ク

ラ
④

佐
野

園
 

京
都

府
京

都
市

⑤
上

記
作

並
菊

と
同

時
期

に
佐

野
藤

右
衛

⾨
が

⾒
つ

け
、

増
殖

し
て

広
め

た
と

さ
れ

る
。

宮
5:

①
鹽

竈
神

社
の

鹽
竈

桜
②

サ
ト

ザ
ク

ラ
③

ʻ塩
釜

ʼ④
若

名
東

⼀
 千

葉
県

⑤
国

天
然

記
念

物
。

宮
城

県
塩

竈
市

の
鹽

竈
（

塩
釜

）
神

社
に

原
⽊

が
あ

っ
た

。
江

⼾
初

期
か

ら
知

ら
れ

、
古

く
か

ら
栽

培
さ

れ
て

い
た

。
 

 

宮
1:

①
昌

学
寺

の
不

⽼
桜

②
エ

ド
ヒ

ガ
ン

③
ʻ枝

垂
桜

ʼ④
昌

学
寺

 
宮

城
県

登
⽶

市
⽯

越
町

⑤
市

天
然

記
念

物
。

古
く

か
ら

地
域

の
シ

ン
ボ

ル
と

し
て

親
し

ま
れ

て
い

る
。

樹
齢

は
40

0年
と

も
い

わ
れ

る
。

宮
6:

①
仙

台
吉

野
②

オ
オ

シ
マ

ザ
ク

ラ
×エ

ド
ヒ

ガ
ン

③
ʻ仙

台
吉

野
ʼ

④
船

津
⾦

松
 

東
京

都
⾜

⽴
区

⑤
仙

台
市

の
宮

城
県

師
範

学
校

校
庭

に
て

坂
庭

清
⼀

郎
が

作
出

 ʻ⼋
重

紅
枝

垂
ʼと

ʻ染
井

吉
野

ʼを
交

配
し

た
も

の
。

宮
7:

①
⼋

重
紅

枝
垂

②
エ

ド
ヒ

ガ
ン

③
ʻ⼋

重
紅

枝
垂

ʼ④
佐

野
園

 
京

都
府

京
都

市
⑤

京
都

や
仙

台
に

多
く

植
え

ら
れ

て
い

る
。

明
治

時
代

、
仙

台
市

⻑
で

あ
っ

た
遠

藤
庸

治
が

仙
台

市
内

に
植

え
た

。

宮
2:

①
北

浦
⼭

王
の

桜
②

エ
ド

ヒ
ガ

ン
④

⼭
王

権
現

 
宮

城
県

登
⽶

市
迫

町
⑤

市
天

然
記

念
物

 
根

元
周

囲
8m

を
超

え
る

エ
ド

ヒ
ガ

ン
の

古
⽊

。

福
3:

①
宝

泉
寺

の
枝

垂
桜

②
エ

ド
ヒ

ガ
ン

③
ʻ枝

垂
桜

ʼ④
宝

泉
寺

 
福

島
県

双
葉

郡
富

岡
町

⑤
町

天
然

記
念

物
。

康
和

元
年

（
10

99
年

）
宝

泉
寺

開
⼭

の
頃

植
え

ら
れ

た
と

伝
え

ら
れ

て
い

る
。

福
1:

①
茂

庭
桜

②
サ

ク
ラ

③
ʻ茂

庭
桜

ʼ④
福

島
県

福
島

市
飯

坂
町

茂
庭

⑤
福

島
県

福
島

市
飯

坂
町

茂
庭

に
て

今
野

礼
三

が
発

⾒
。

チ
ョ

ウ
ジ

ザ
ク

ラ
と

ʻ染
井

吉
野

ʼが
交

雑
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

て
い

る
。

福
2:

①
⼤

⽟
の

⾺
場

桜
②

エ
ド

ヒ
ガ

ン
④

福
島

県
安

達
郡

⼤
⽟

村
⑤

源
義

家
が

こ
の

地
を

⾺
場

と
し

た
と

い
う

伝
説

が
あ

る
。

幹
周

囲
7メ

ー
ト

ル
を

超
え

る
巨

樹
と

し
て

国
天

然
記

念
物

に
指

定
さ

れ
た

。

福
7:

①
蚕

養
神

社
の

峰
張

桜
②

エ
ド

ヒ
ガ

ン
④

蚕
養

国
神

社
 

福
島

県
会

津
若

松
市

⑤
市

天
然

記
念

物
。

寛
弘

７
年

(1
01

1)
社

殿
造

営
の

際
植

え
ら

れ
た

と
も

い
わ

れ
、

御
神

⽊
と

し
て

祀
ら

れ
て

い
る

。

福
6:

①
飯

盛
⼭

の
太

夫
桜

②
エ

ド
ヒ

ガ
ン

④
福

島
県

会
津

若
松

市
⑤

市
天

然
記

念
物

 
斎

宮
太

夫
と

い
う

遊
⼥

の
斬

殺
と

弟
の

あ
だ

討
ち

の
伝

説
が

残
る

。

茨
1:

①
⼋

房
桜

②
サ

ト
ザ

ク
ラ

③
ʻ⼋

房
桜

ʼ④
安

⾏
⾒

本
園

 
埼

⽟
県

川
⼝

市
⑤

⾬
引

⼭
楽

法
寺

（
⾬

引
観

⾳
 

茨
城

県
桜

川
市

）
に

て
三

好
学

が
名

づ
け

た
と

伝
え

ら
れ

て
い

る
。

茨
2:

①
向

上
庵

の
枝

垂
桜

②
ヤ

マ
ザ

ク
ラ

×エ
ド

ヒ
ガ

ン
④

向
上

庵
 

茨
城

県
⼟

浦
市

⼩
野

⑤
県

天
然

記
念

物
。

栽
培

品
種

と
し

て
の

ʻ枝
垂

桜
ʼと

は
花

の
形

態
が

異
な

る
。

栃
4:

①
⾬

情
枝

垂
②

エ
ド

ヒ
ガ

ン
③

ʻ⾬
情

枝
垂

ʼ④
⽇

本
花

の
会

 
茨

城
県

結
城

市
⑤

栃
⽊

県
宇

都
宮

市
鶴

⽥
町

の
野

⼝
⾬

情
邸

に
栽

培
さ

れ
て

い
た

と
伝

え
ら

れ
て

い
る

。
栃

5:
①

思
川

②
マ

メ
ザ

ク
ラ

×エ
ド

ヒ
ガ

ン
③

ʻ思
川

ʼ④
⽇

本
花

の
会

茨
城

県
結

城
市

⑤
栃

⽊
県

⼩
⼭

市
の

修
道

院
に

植
え

ら
れ

て
い

た
⼗

⽉
桜

の
実

⽣
か

ら
久

保
⽥

秀
夫

が
育

成
し

た
。

栃
1:

①
輪

王
寺

の
⾦

剛
桜

②
サ

ト
ザ

ク
ラ

④
輪

王
寺

 
栃

⽊
県

⽇
光

市
⑤

国
天

然
記

念
物

。
輪

王
寺

境
内

三
仏

堂
前

に
あ

る
。

現
地

で
は

⼭
桜

と
よ

ば
れ

る
が

サ
ト

ザ
ク

ラ
に

分
類

さ
れ

る
。

栃
2:

①
望

⽉
桜

②
ヤ

マ
ザ

ク
ラ

×エ
ド

ヒ
ガ

ン
④

⽇
光

植
物

園
 

栃
⽊

県
⽇

光
市

⑤
原

⽊
は

栃
⽊

県
今

市
市

の
丘

陵
地

よ
り

⽇
光

植
物

園
に

移
植

さ
れ

た
。

栃
3:

①
花

⽯
桜

②
ニ

ッ
コ

ウ
ザ

ク
ラ

（
チ

ョ
ウ

ジ
ザ

ク
ラ

×カ
ス

ミ
ザ

ク
ラ

）
④

⽇
光

植
物

園
 

栃
⽊

県
⽇

光
市

⑤
ニ

ッ
コ

ウ
ザ

ク
ラ

の
ひ

と
つ

。

群
3:

①
⾦

蔵
寺

の
枝

垂
桜

②
エ

ド
ヒ

ガ
ン

④
⾦

蔵
寺

 
群

⾺
県

渋
川

市
⑤

県
天

然
記

念
物

。
⾥

芋
の

種
を

植
え

付
け

る
時

期
に

咲
く

こ
と

か
ら

「
い

も
種

ザ
ク

ラ
」

と
呼

ば
れ

る
。

群
1:

①
発

知
の

彼
岸

桜
②

エ
ド

ヒ
ガ

ン
 ④

群
⾺

県
沼

⽥
市

中
発

知
町

⑤
県

天
然

記
念

物
。

⽥
園

地
帯

を
⾒

渡
す

丘
陵

上
に

あ
る

。
苗

代
作

り
の

時
期

に
開

花
す

る
こ

と
か

ら
発

知
の

苗
代

桜
と

も
呼

ば
れ

る
。

群
2:

①
桜

森
の

彼
岸

桜
②

エ
ド

ヒ
ガ

ン
 ④

津
久

⽥
⼋

幡
宮

 
群

⾺
県

渋
川

市
⾚

城
町

⑤
県

天
然

記
念

物
。

⼋
幡

宮
境

内
は

か
つ

て
花

⾒
の

名
所

で
「

桜
森

」
と

よ
ば

れ
た

。
こ

の
桜

は
神

社
⼊

⼝
に

残
る

⽼
⽊

。

野
1:

②
オ

オ
ヤ

マ
ザ

ク
ラ

④
浅

川
実

験
林

 
東

京
都

⼋
王

⼦
市

⑤
北

海
道

・
東

北
地

⽅
に

広
く

分
布

し
こ

の
地

⽅
を

代
表

す
る

野
⽣

の
サ

ク
ラ

地
図

番
号

:①
導

⼊
名

②
種

名
③

栽
培

品
種

名
（

栽
培

品
種

と
し

て
確

⽴
し

た
名

称
が

つ
け

ら
れ

て
い

な
い

も
の

は
無

記
⼊

）
④

導
⼊

元
⑤

そ
の

他
 

⽂
中

の
敬

称
は

略
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

福
5:

①
開

成
⼭

の
桜

②
オ

オ
シ

マ
ザ

ク
ラ

×エ
ド

ヒ
ガ

ン
③

ʻ染
井

吉
野

ʼ
④

福
島

県
郡

⼭
市

⑤
明

治
初

期
の

安
積

開
拓

の
折

に
開

成
沼

周
辺

に
約

40
00

本
の

桜
が

植
え

ら
れ

た
の

が
は

じ
ま

り
。

福
4:

①
磐

椅
神

社
の

⼤
⿅

桜
②

サ
ト

ザ
ク

ラ
③

ʻ塩
釜

ʼ④
磐

椅
神

社
 

福
島

県
耶

⿇
郡

猪
苗

代
町

⑤
町

天
然

記
念

物
。

会
津

五
桜

の
ひ

と
つ

と
し

て
知

ら
れ

る
。
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72
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21

NN

0
50

10
0

20
0 メ

ー
ト

ル

⼀⽅通⾏

⼀
⽅

通
⾏

⼀⽅通⾏

⼀⽅通⾏

休

休

休
休

99
99

99
99

：
ト

イ
レ

：
休

憩
所

：
歩

道
：

階
段

：
標

識
柱

第
2樹

⽊
園

経
由

徒
歩

5分

森
の

科
学

館

※
3⽉

中
旬

  〜
5⽉

上
旬

※
3⽉

中
旬

  〜
5⽉

上
旬

植
栽

箇
所

案
内

図
東

北
・

北
関

東
の

サ
ク

ラ

サ
ク

ラ
保

存
林

宮
6

福
1

栃
5

岩
2

宮
3

栃
2

福
4

栃
4

岩
7

秋
2

秋
1

栃
3

福
3

栃
1

茨
2

群
1

群
2

宮
5

宮
1

宮
2

野
1

岩
4

宮
4

⼭
2

宮
7 岩
5

岩
3

福
2 福
6

群
3

⼭
1

福
7

岩
6

福
3

茨
1

⻘
1

岩
1

宮
7

福
5

⻘
1 

弘
前

桜

茨
2 

向
上

庵
の

枝
垂

桜

宮
3 

作
並

菊

岩
5 

⿓
⾕

寺
の

盛
岡

枝
垂

福
7 

蚕
養

神
社

の
峰

張
桜

栃
5 

思
川

野
1 

オ
オ

ヤ
マ

ザ
ク

ラ

栃
1 

輪
王

寺
の

⾦
剛

桜



解
説

⻘
1:

①
弘

前
桜

②
サ

ト
ザ

ク
ラ

③
ʻ普

賢
象

ʼ④
弘

前
公

園
 

⻘
森

県
弘

前
市

⑤
ʻ普

賢
象

ʼは
室

町
時

代
か

ら
あ

る
と

も
い

わ
れ

る
栽

培
品

種
。

弘
前

城
で

は
、

江
⼾

時
代

か
ら

サ
ト

ザ
ク

ラ
の

植
栽

が
⾏

わ
れ

て
い

た
。

秋
1:

①
煙

⼭
の

⼤
⼭

桜
②

サ
ト

ザ
ク

ラ
④

秋
⽥

県
仙

北
郡

美
⾥

町
⑤

秋
⽥

の
園

芸
家

 
煙

⼭
薫

朗
に

よ
り

育
成

さ
れ

た
サ

ク
ラ

。
オ

オ
ヤ

マ
ザ

ク
ラ

と
サ

ト
ザ

ク
ラ

が
交

雑
し

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

 
秋

2:
①

単
弁

東
匂

②
サ

ト
ザ

ク
ラ

④
秋

⽥
県

仙
北

郡
美

⾥
町

⑤
秋

⽥
の

園
芸

家
 

煙
⼭

薫
朗

に
よ

り
育

成
さ

れ
た

サ
ク

ラ
。

上
記

と
同

じ
く

オ
オ

ヤ
マ

ザ
ク

ラ
と

サ
ト

ザ
ク

ラ
が

交
雑

し
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
 

 
 

⼭
1:

①
⼋

⼄
⼥

種
ま

き
桜

②
エ

ド
ヒ

ガ
ン

④
⼋

⼄
⼥

⼋
幡

宮
 ⼭

形
県

⻄
置

賜
郡

⽩
鷹

町
⑤

町
天

然
記

念
物

。
樹

齢
約

50
0年

と
も

い
わ

れ
る

。
⽩

鷹
町

は
7本

の
桜

古
⽊

が
あ

る
こ

と
で

知
ら

れ
る

。
 

岩
1:

①
奥

州
⾥

桜
②

サ
ト

ザ
ク

ラ
③

ʻ奥
州

⾥
桜

ʼ④
菊

池
政

雄
 

岩
⼿

県
盛

岡
市

⑤
市

内
と

こ
ろ

ど
こ

ろ
に

植
栽

さ
れ

て
い

る
。

原
敬

記
念

館
の

「
戴

き
桜

」
も

こ
の

栽
培

品
種

と
考

え
ら

れ
る

。
岩

2:
①

⽔
晶

桜
②

サ
ト

ザ
ク

ラ
③

ʻ塩
釜

ʼ④
国

⽴
遺

伝
学

研
究

所
 

静
岡

県
三

島
市

⑤
岩

⼿
県

盛
岡

市
内

の
個

⼈
宅

に
あ

る
も

の
を

19
20

年
三

好
学

が
名

づ
け

た
と

伝
え

ら
れ

る
。

岩
3:

①
盛

岡
の

枝
垂

⼤
臭

桜
②

オ
オ

シ
マ

ザ
ク

ラ
×エ

ド
ヒ

ガ
ン

④
岩

⼿
県

盛
岡

市
⑤

原
⽊

は
今

は
な

い
。

ʻ盛
岡

枝
垂

ʼの
実

⽣
か

ら
⽣

じ
た

も
の

と
伝

え
ら

れ
て

い
る

。
岩

4:
①

本
誓

寺
枝

垂
②

オ
オ

シ
マ

ザ
ク

ラ
×エ

ド
ヒ

ガ
ン

④
本

誓
寺

 
岩

⼿
県

盛
岡

市
⑤

市
天

然
記

念
物

。
枝

垂
⼤

臭
桜

と
よ

く
似

て
い

る
。

岩
5:

①
⿓

⾕
寺

の
盛

岡
枝

垂
②

オ
オ

シ
マ

ザ
ク

ラ
×エ

ド
ヒ

ガ
ン

③
ʻ盛

岡
枝

垂
ʼ④

⿓
⾕

寺
 

岩
⼿

県
盛

岡
市

⑤
国

天
然

記
念

物
。

ʻ枝
垂

桜
ʼと

ʻ染
井

吉
野

ʼが
交

雑
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

て
い

る
。

岩
6:

①
盛

岡
の

⽯
割

桜
②

エ
ド

ヒ
ガ

ン
④

岩
⼿

県
盛

岡
市

⑤
盛

岡
地

⽅
裁

判
所

の
前

庭
に

あ
る

。
花

崗
岩

の
隙

間
に

⽣
え

る
奇

異
な

姿
か

ら
⼤

正
12

年
に

天
然

記
念

物
に

指
定

さ
れ

た
。

岩
7:

①
正

法
寺

の
袈

裟
掛

け
の

桜
②

エ
ド

ヒ
ガ

ン
④

岩
⼿

県
奥

州
市

⽔
沢

区
⑤

南
北

朝
時

代
、

正
法

寺
開

⼭
の

折
、

無
底

良
韶

禅
師

が
脱

い
だ

袈
裟

を
掛

け
た

と
伝

え
ら

れ
る

サ
ク

ラ
 

⼭
2:

①
⽩

鷹
の

薬
師

桜
②

エ
ド

ヒ
ガ

ン
④

薬
師

堂
 

⼭
形

県
⻄

置
賜

郡
⽩

鷹
町

⑤
県

天
然

記
念

物
。

坂
上

⽥
村

⿇
呂

が
⼿

植
え

し
た

と
の

伝
説

が
残

る
エ

ド
ヒ

ガ
ン

の
古

⽊
。

 

宮
3:

①
作

並
菊

②
サ

ト
ザ

ク
ラ

③
ʻ泰

⼭
府

君
ʼ④

久
保

武
茂

 
⼤

阪
府

伊
丹

市
⑤

京
都

の
桜

守
 

佐
野

藤
右

衛
⾨

が
昭

和
30

年
頃

に
宮

城
県

仙
台

市
⻘

葉
区

作
並

で
⾒

つ
け

、
増

殖
し

て
広

め
た

と
さ

れ
る

。
宮

4:
①

作
並

⼭
桜

②
カ

ス
ミ

ザ
ク

ラ
④

佐
野

園
 

京
都

府
京

都
市

⑤
上

記
作

並
菊

と
同

時
期

に
佐

野
藤

右
衛

⾨
が

⾒
つ

け
、

増
殖

し
て

広
め

た
と

さ
れ

る
。

宮
5:

①
鹽

竈
神

社
の

鹽
竈

桜
②

サ
ト

ザ
ク

ラ
③

ʻ塩
釜

ʼ④
若

名
東

⼀
 千

葉
県

⑤
国

天
然

記
念

物
。

宮
城

県
塩

竈
市

の
鹽

竈
（

塩
釜

）
神

社
に

原
⽊

が
あ

っ
た

。
江

⼾
初

期
か

ら
知

ら
れ

、
古

く
か

ら
栽

培
さ

れ
て

い
た

。
 

 

宮
1:

①
昌

学
寺

の
不

⽼
桜

②
エ

ド
ヒ

ガ
ン

③
ʻ枝

垂
桜

ʼ④
昌

学
寺

 
宮

城
県

登
⽶

市
⽯

越
町

⑤
市

天
然

記
念

物
。

古
く

か
ら

地
域

の
シ

ン
ボ

ル
と

し
て

親
し

ま
れ

て
い

る
。

樹
齢

は
40

0年
と

も
い

わ
れ

る
。

宮
6:

①
仙

台
吉

野
②

オ
オ

シ
マ

ザ
ク

ラ
×エ

ド
ヒ

ガ
ン

③
ʻ仙

台
吉

野
ʼ

④
船

津
⾦

松
 

東
京

都
⾜

⽴
区

⑤
仙

台
市

の
宮

城
県

師
範

学
校

校
庭

に
て

坂
庭

清
⼀

郎
が

作
出

 ʻ⼋
重

紅
枝

垂
ʼと

ʻ染
井

吉
野

ʼを
交

配
し

た
も

の
。

宮
7:

①
⼋

重
紅

枝
垂

②
エ

ド
ヒ

ガ
ン

③
ʻ⼋

重
紅

枝
垂

ʼ④
佐

野
園

 
京

都
府

京
都

市
⑤

京
都

や
仙

台
に

多
く

植
え

ら
れ

て
い

る
。

明
治

時
代

、
仙

台
市

⻑
で

あ
っ

た
遠

藤
庸

治
が

仙
台

市
内

に
植

え
た

。

宮
2:

①
北

浦
⼭

王
の

桜
②

エ
ド

ヒ
ガ

ン
④

⼭
王

権
現

 
宮

城
県

登
⽶

市
迫

町
⑤

市
天

然
記

念
物

 
根

元
周

囲
8m

を
超

え
る

エ
ド

ヒ
ガ

ン
の

古
⽊

。

福
3:

①
宝

泉
寺

の
枝

垂
桜

②
エ

ド
ヒ

ガ
ン

③
ʻ枝

垂
桜

ʼ④
宝

泉
寺

 
福

島
県

双
葉

郡
富

岡
町

⑤
町

天
然

記
念

物
。

康
和

元
年

（
10

99
年

）
宝

泉
寺

開
⼭

の
頃

植
え

ら
れ

た
と

伝
え

ら
れ

て
い

る
。

福
1:

①
茂

庭
桜

②
サ

ク
ラ

③
ʻ茂

庭
桜

ʼ④
福

島
県

福
島

市
飯

坂
町

茂
庭

⑤
福

島
県

福
島

市
飯

坂
町

茂
庭

に
て

今
野

礼
三

が
発

⾒
。

チ
ョ

ウ
ジ

ザ
ク

ラ
と

ʻ染
井

吉
野

ʼが
交

雑
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

て
い

る
。

福
2:

①
⼤

⽟
の

⾺
場

桜
②

エ
ド

ヒ
ガ

ン
④

福
島

県
安

達
郡

⼤
⽟

村
⑤

源
義

家
が

こ
の

地
を

⾺
場

と
し

た
と

い
う

伝
説

が
あ

る
。

幹
周

囲
7メ

ー
ト

ル
を

超
え

る
巨

樹
と

し
て

国
天

然
記

念
物

に
指

定
さ

れ
た

。

福
7:

①
蚕

養
神

社
の

峰
張

桜
②

エ
ド

ヒ
ガ

ン
④

蚕
養

国
神

社
 

福
島

県
会

津
若

松
市

⑤
市

天
然

記
念

物
。

寛
弘

７
年

(1
01

1)
社

殿
造

営
の

際
植

え
ら

れ
た

と
も

い
わ

れ
、

御
神

⽊
と

し
て

祀
ら

れ
て

い
る

。

福
6:

①
飯

盛
⼭

の
太

夫
桜

②
エ

ド
ヒ

ガ
ン

④
福

島
県

会
津

若
松

市
⑤

市
天

然
記

念
物

 
斎

宮
太

夫
と

い
う

遊
⼥

の
斬

殺
と

弟
の

あ
だ

討
ち

の
伝

説
が

残
る

。

茨
1:

①
⼋

房
桜

②
サ

ト
ザ

ク
ラ

③
ʻ⼋

房
桜

ʼ④
安

⾏
⾒

本
園

 
埼

⽟
県

川
⼝

市
⑤

⾬
引

⼭
楽

法
寺

（
⾬

引
観

⾳
 

茨
城

県
桜

川
市

）
に

て
三

好
学

が
名

づ
け

た
と

伝
え

ら
れ

て
い

る
。

茨
2:

①
向

上
庵

の
枝

垂
桜

②
ヤ

マ
ザ

ク
ラ

×エ
ド

ヒ
ガ

ン
④

向
上

庵
 

茨
城

県
⼟

浦
市

⼩
野

⑤
県

天
然

記
念

物
。

栽
培

品
種

と
し

て
の

ʻ枝
垂

桜
ʼと

は
花

の
形

態
が

異
な

る
。

栃
4:

①
⾬

情
枝

垂
②

エ
ド

ヒ
ガ

ン
③

ʻ⾬
情

枝
垂

ʼ④
⽇

本
花

の
会

 
茨

城
県

結
城

市
⑤

栃
⽊

県
宇

都
宮

市
鶴

⽥
町

の
野

⼝
⾬

情
邸

に
栽

培
さ

れ
て

い
た

と
伝

え
ら

れ
て

い
る

。
栃

5:
①

思
川

②
マ

メ
ザ

ク
ラ

×エ
ド

ヒ
ガ

ン
③

ʻ思
川

ʼ④
⽇

本
花

の
会

茨
城

県
結

城
市

⑤
栃

⽊
県

⼩
⼭

市
の

修
道

院
に

植
え

ら
れ

て
い

た
⼗

⽉
桜

の
実

⽣
か

ら
久

保
⽥

秀
夫

が
育

成
し

た
。

栃
1:

①
輪

王
寺

の
⾦

剛
桜

②
サ

ト
ザ

ク
ラ

④
輪

王
寺

 
栃

⽊
県

⽇
光

市
⑤

国
天

然
記

念
物

。
輪

王
寺

境
内

三
仏

堂
前

に
あ

る
。

現
地

で
は

⼭
桜

と
よ

ば
れ

る
が

サ
ト

ザ
ク

ラ
に

分
類

さ
れ

る
。

栃
2:

①
望

⽉
桜

②
ヤ

マ
ザ

ク
ラ

×エ
ド

ヒ
ガ

ン
④

⽇
光

植
物

園
 

栃
⽊

県
⽇

光
市

⑤
原

⽊
は

栃
⽊

県
今

市
市

の
丘

陵
地

よ
り

⽇
光

植
物

園
に

移
植

さ
れ

た
。

栃
3:

①
花

⽯
桜

②
ニ

ッ
コ

ウ
ザ

ク
ラ

（
チ

ョ
ウ

ジ
ザ

ク
ラ

×カ
ス

ミ
ザ

ク
ラ

）
④

⽇
光

植
物

園
 

栃
⽊

県
⽇

光
市

⑤
ニ

ッ
コ

ウ
ザ

ク
ラ

の
ひ

と
つ

。

群
3:

①
⾦

蔵
寺

の
枝

垂
桜

②
エ

ド
ヒ

ガ
ン

④
⾦

蔵
寺

 
群

⾺
県

渋
川

市
⑤

県
天

然
記

念
物

。
⾥

芋
の

種
を

植
え

付
け

る
時

期
に

咲
く

こ
と

か
ら

「
い

も
種

ザ
ク

ラ
」

と
呼

ば
れ

る
。

群
1:

①
発

知
の

彼
岸

桜
②

エ
ド

ヒ
ガ

ン
 ④

群
⾺

県
沼

⽥
市

中
発

知
町

⑤
県

天
然

記
念

物
。

⽥
園

地
帯

を
⾒

渡
す

丘
陵

上
に

あ
る

。
苗

代
作

り
の

時
期

に
開

花
す

る
こ

と
か

ら
発

知
の

苗
代

桜
と

も
呼

ば
れ

る
。

群
2:

①
桜

森
の

彼
岸

桜
②

エ
ド

ヒ
ガ

ン
 ④

津
久

⽥
⼋

幡
宮

 
群

⾺
県

渋
川

市
⾚

城
町

⑤
県

天
然

記
念

物
。

⼋
幡

宮
境

内
は

か
つ

て
花

⾒
の

名
所

で
「

桜
森

」
と

よ
ば

れ
た

。
こ

の
桜

は
神

社
⼊

⼝
に

残
る

⽼
⽊

。

野
1:

②
オ

オ
ヤ

マ
ザ

ク
ラ

④
浅

川
実

験
林

 
東

京
都

⼋
王

⼦
市

⑤
北

海
道

・
東

北
地

⽅
に

広
く

分
布

し
こ

の
地

⽅
を

代
表

す
る

野
⽣

の
サ

ク
ラ

地
図

番
号

:①
導

⼊
名

②
種

名
③

栽
培

品
種

名
（

栽
培

品
種

と
し

て
確

⽴
し

た
名

称
が

つ
け

ら
れ

て
い

な
い

も
の

は
無

記
⼊

）
④

導
⼊

元
⑤

そ
の

他
 

⽂
中

の
敬

称
は

略
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

福
5:

①
開

成
⼭

の
桜

②
オ

オ
シ

マ
ザ

ク
ラ

×エ
ド

ヒ
ガ

ン
③

ʻ染
井

吉
野

ʼ
④

福
島

県
郡

⼭
市

⑤
明

治
初

期
の

安
積

開
拓

の
折

に
開

成
沼

周
辺

に
約

40
00

本
の

桜
が

植
え

ら
れ

た
の

が
は

じ
ま

り
。

福
4:

①
磐

椅
神

社
の

⼤
⿅

桜
②

サ
ト

ザ
ク

ラ
③

ʻ塩
釜

ʼ④
磐

椅
神

社
 

福
島

県
耶

⿇
郡

猪
苗

代
町

⑤
町

天
然

記
念

物
。

会
津

五
桜

の
ひ

と
つ

と
し

て
知

ら
れ

る
。
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NN

0
50

10
0

20
0 メ

ー
ト

ル

⼀⽅通⾏

⼀
⽅

通
⾏

⼀⽅通⾏

⼀⽅通⾏

休

休

休
休

99
99

99
99

：
ト

イ
レ

：
休

憩
所

：
歩

道
：

階
段

：
標

識
柱

第
2樹

⽊
園

経
由

徒
歩

5分

森
の

科
学

館

※
3⽉

中
旬

  〜
5⽉

上
旬

※
3⽉

中
旬

  〜
5⽉

上
旬

植
栽

箇
所

案
内

図
東

北
・

北
関

東
の

サ
ク

ラ

サ
ク

ラ
保

存
林

宮
6

福
1

栃
5

岩
2

宮
3

栃
2

福
4

栃
4

岩
7

秋
2

秋
1

栃
3

福
3

栃
1

茨
2

群
1

群
2

宮
5

宮
1

宮
2

野
1

岩
4

宮
4

⼭
2

宮
7 岩
5

岩
3

福
2 福
6

群
3

⼭
1

福
7

岩
6

福
3

茨
1

⻘
1

岩
1

宮
7

福
5

⻘
1 

弘
前

桜

茨
2 

向
上

庵
の

枝
垂

桜

宮
3 

作
並

菊

岩
5 

⿓
⾕

寺
の

盛
岡

枝
垂

福
7 

蚕
養

神
社

の
峰

張
桜

栃
5 

思
川

野
1 

オ
オ

ヤ
マ

ザ
ク

ラ

栃
1 

輪
王

寺
の

⾦
剛

桜



多
摩

森
 

 
 

 
 

 
 サ

ク
ラ

保
存

の
取

り
組

み
森

林
科

学
園

に
お

け
る

 
 

 
 

 サ
ク

ラ
保

存
の

取
り

奥
州

⾥
桜

東
北

・
北

関
東

の
桜

は
じ

め
に

独
⽴

⾏
政

法
⼈

 
森

林
総

合
研

究
所

多
摩

森
林

科
学

園
〒

196-0022 
東

京
都

⼋
王

⼦
市

廿
⾥

町
1833-81

電
話

:042-661-0200

http://www.ffpri-tm
k.affrc.go.jp

e-m
ail: kouhotam

a@
ffpri.affrc.go.jp

サ
ク

ラ
保

存
林

で
⾒

る

多
摩

森
林

科
学

園
⻑

博
志

吉
丸

 

製
作

：
多

摩
森

林
科

学
園

 
岩

本
宏

⼆
郎

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

勝
⽊

 
俊

雄

発
⾏

：
2012年

 3⽉
 5⽇

多
摩

森
林

科
学

園
の

サ
ク

ラ
保

存
林

に
は

、
伝

統
的

な
栽

培
品

種
お

よ
び

各
地

の
名

⽊
な

ど
の

ク
ロ

ー
ン

が
約

600
ラ

イ
ン

収
集

さ
れ

、
総

数
約

1500 本
の

サ
ク

ラ
が

植
栽

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
で

は
、

そ
れ

ら
の

う
ち

東
北

お
よ

び
北

関
東

に
由

来
す

る
サ

ク
ラ

に
焦

点
を

あ
て

て
紹

介
し

て
い

ま
す

。
2011年

3⽉
の

東
⽇

本
⼤

震
災

で
は

⼤
き

な
被

害
を

受
け

ま
し

た
が

、
各

地
で

復
興

へ
の

歩
み

が
始

ま
っ

て
い

ま
す

。
美

し
い

桜
に

思
い

を
馳

せ
て

、
復

興
の

⼀
助

と
し

て
東

北
地

⽅
へ

春
の

桜
旅

を
計

画
し

て
み

ら
れ

て
は

い
か

が
で

し
ょ

う
か

。

宝
泉

寺
の

枝
垂

桜
(福

島
県

)ク
ロ

ー
ン

株

 
科

学
園

の
サ

ク
ラ

保
存

林
は

、
農

林
省

の
桜

対
策

事
業

の
⼀

環
と

し
て

、
公

害
や

⽼
化

に
よ

っ
て

衰
退

す
る

サ
ク

ラ
を

保
存

す
る

こ
と

を
⽬

的
に

1966年
度

に
設

置
さ

れ
ま

し
た

。
以

後
、

古
く

か
ら

の
栽

培
品

種
や

各
地

の
名

⽊
な

ど
さ

ま
ざ

ま
な

桜
が

導
⼊

さ
れ

、
保

存
・

研
究

が
⾏

わ
れ

て
き

ま
し

た
。

 
桜

の
保

存
は

、
接

⽊
や

挿
し

⽊
と

い
っ

た
⽅

法
で

⾏
わ

れ
ま

す
。

原
⽊

か
ら

芽
や

枝
を

採
取

し
、

他
の

⽊
の

根
株

に
接

い
だ

り
（

接
⽊

）
、

枝
か

ら
根

を
出

さ
せ

る
（

挿
し

⽊
）

こ
と

で
個

体
を

増
殖

す
る

⽅
法

で
、

原
⽊

と
同

じ
遺

伝
⼦

を
持

つ
個

体
（

ク
ロ

ー
ン

）
の

増
殖

を
⾏

い
ま

す
。

サ
ク

ラ
保

存
林

は
、

こ
う

し
た

接
⽊

で
増

殖
し

た
サ

ク
ラ

を
後

世
ま

で
伝

え
る

こ
と

が
⽬

的
で

す
。

し
た

が
っ

て
、

ど
の

よ
う

な
原

⽊
か

ら
増

殖
し

た
の

か
、

そ
の

由
来

が
き

わ
め

て
重

要
で

す
。

こ
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

や
保

存
林

の
表

⽰
板

に
は

、
原

⽊
の

名
称

な
ど

を
反

映
し

た
「

導
⼊

名
」

を
表

⽰
し

て
い

ま
す

。
な

お
、

参
考

情
報

と
し

て
、

⽣
物

の
基

本
単

位
で

あ
る

種
名

や
栽

培
品

種
名

、
導

⼊
元

な
ど

に
つ

い
て

も
表

⽰
し

て
い

ま
す

。

磐
椅

神
社

の
⼤

⿅
桜

⻘
1 

弘
前

桜

秋
1 

煙
⼭

の
⼤

⼭
桜

 
秋

2 
単

弁
東

匂

⼭
1 

⼋
⼄

⼥
種

ま
き

桜
   

岩
1 

奥
州

⾥
桜

岩
2 

⽔
晶

桜
岩

3 
盛

岡
の

枝
垂

⼤
臭

桜
岩

4 
本

誓
寺

枝
垂

岩
5 

⿓
⾕

寺
の

盛
岡

枝
垂

岩
6 

盛
岡

の
⽯

割
桜

岩
7 

正
法

寺
の

袈
裟

掛
け

の
桜

宮
3 

作
並

菊
宮

4 
作

並
⼭

桜
宮

5 
鹽

竈
神

社
の

鹽
竈

桜

宮
1 

昌
学

寺
の

不
⽼

桜

宮
6 

仙
台

吉
野

宮
7 

⼋
重

紅
枝

垂

宮
2 

北
浦

⼭
王

の
桜

福
4 

磐
椅

神
社

の
⼤

⿅
桜

福
3 

宝
泉

寺
の

枝
垂

桜

福
1 

茂
庭

桜

福
7 

蚕
養

神
社

の
峰

張
桜

福
6 

飯
盛

⼭
の

太
夫

桜

福
2 

⼤
⽟

の
⾺

場
桜

茨
1 

⼋
房

桜
茨

2 
向

上
庵

の
枝

垂
桜

栃
4 

⾬
情

枝
垂

栃
5 

思
川

栃
1 

輪
王

寺
の

⾦
剛

桜
栃

2 
望

⽉
桜

栃
3 

花
⽯

桜

群
3 

⾦
蔵

寺
の

枝
垂

桜

群
1 

発
知

の
彼

岸
桜

群
2 

桜
森

の
彼

岸
桜

⼭
2 

⽩
鷹

の
薬

師
桜

   

岩
⼿

県

宮
城

県

福
島

県

茨
城

県

⻘
森

県

秋
⽥

県

⼭
形

県

群
⾺

県

栃
⽊

県

野
1 

オ
オ

ヤ
マ

ザ
ク

ラ
番

外
：

野
⽣

の
サ

ク
ラ

科
学

園
に

植
え

ら
れ

て
い

る

東
北

・
北

関
東

の
桜 ⼀
覧

福
5 

開
成

⼭
の

桜

し
お

が
ま

こ
 が

い

い
わ

は
し

ほ
っ

ち

し
ょ

う
ぼ

う
じ



整備計画等の実行状況

１．基盤整備等

１）整備関係

ａ．林内施設等整備

・試験林内の木橋架替・補修（４箇所）

・遠見通り（里桜園から四阿）に柵設置

・ベンチ及び柵補修

・サクラ保存林、樹木園内の支柱取替

・サクラ樹名板の整備

ｂ．災害復旧

・風倒木（９月）及び雪害木（１月）の処理及び倒木起こし

・サクラ保存林内(中通り)に土留工

・サクラ保存林内(見返通り)に土留工

・サクラ保存林内(遠見通り)に土留工

・里桜園から彼岸通りに土留工

ｃ．支障木伐採

・第三樹木園北側の住宅被陰木（コナラ・センペルセコイア）

・試験林南西側（西浅川町）民有林への倒木

・連光寺実験林の隣接公園歩道危険木（サクラ）

・研究本館西側危険木（ヒマラヤスギ２本、ダイオウショウ）

２）各作業関係

ａ．刈 払

・サクラ保存林 ２回実施(夏及び冬）

・歩 道 適宜実施

・林 道 〃

・防 火 線 〃

・樹 木 園 〃

ｂ．つる切り

・サクラ保存林

・樹 木 園

ｃ．病虫害防除

・コスカシバ（フェロモン剤取付）

ｄ．連光寺実験林の管理

・孟宗竹、四方竹、亀甲竹、真竹の竹林管理及びチップ化

・風倒木等の処理、歩道の刈払い

ｅ．赤沼実験林の管理

・孟宗竹の実生からの枯死実験区（６林班い小班）の調査

・孟宗竹（６林班ろ小班）の竹林管理

・枯損木等の処理

ｆ．無花粉スギ（爽春）５本植栽（４林班ろ小班）
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２．その他の整備

１）苗畑関係

・本所からヤクタネゴヨウ２本受入

・花の会からサクラ接ぎ木苗７２本受入

・玉縄桜３本受入（玉縄桜をひろめる会）

２）構内・苗畑等維持管理

・剪定、刈払いを必要の都度適宜実施

３）連光寺及び赤沼実験林の請負管理（巡視・刈払い等）
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参 考 資 料

１．沿 革

1921年（大正10） 2月 宮内省帝室林野管理局林業試験場として発足する

1927年（昭和 2） 大正天皇崩御により多摩陵治定旧武蔵墓地から気象台を移転する

1940年（昭和15） 1月 皇室令により帝室林野局東京林業試験場となる

1945年（昭和20） 8月 大空襲により庁舎及び実験室の大部分を焼失する

1947年（昭和22） 4月 林政統一により農林省林業試験場浅川支場となる

1950年（昭和25） 4月 林産部門の本場集中に伴い浅川分室となる

1957年（昭和32） 7月 浅川実験林と改称する

1958年（昭和33）12月 浅川実験林の内部組織は庶務係と樹木研究室になる

1966年（昭和41） 9月 サクラ保存林の造成を開始する

1967年（昭和42） 6月 浅川実験林主任は浅川実験林長と改称する

庶務課と天敵微生物研究室が設置される

1978年（昭和53） 4月 農林省告示規定官署の支場となり会計係と業務室が設置される

赤沼試験地と所属の樹芸研究室が浅川実験林へ編入される

天敵微生物研究室が本場保護部に所属変更になる

1980年（昭和55） 4月 多摩試験地が開設される

1988年（昭和63）10月 組織改編により森林総合研究所多摩森林科学園となる

業務室が業務課に、樹芸研究室が森林生物研究室になる

普及広報専門官が設置され赤沼試験地と多摩試験地が本所直轄となる

1989年（平成元） 5月 業務課に施設管理係が設置される

1990年（平成 2） 6月 業務課に研修展示係が設置される

1991年（平成 3） 4月 業務課に育林専門官が設置され「森の科学館」が開設される

1992年（平成 4） 4月 有料による通年一般公開を開始する

2001年（平成13） 4月 独立行政法人へ移行する

育林専門官が業務係長となる

チーム長が設置される

樹木研究室及び森林生物研究室が教育的資源研究グループとなる

多摩試験地が多摩森林科学園へ編入される

2006年（平成18） 4月 非特定独立行政法人へ移行する

赤沼試験地が多摩森林科学園に編入される

10月 多摩試験地を連光寺実験林、赤沼試験地を赤沼実験林に改称する
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２．職員の異動（平成23年 4月 2日～平成24年 4月 1日まで）

(転入)

23.10. 1 吉丸 博志 園長←本所森林遺伝研究領域長

24. 4. 1 島田 和則 教育的資源研究グループ主任研究員←本所気象環境研究領域

気象害・防災林研究室主任研究員

(転出)

23.10. 1 赤間 亮夫 園長→本所企画部上席研究員

３．組織及び職員

（平成23年 4月 1日現在）

林木育種センター（日立市）

森林バイオ研究センター 庶 務 課 庶 務 係 <係長>高橋 幸三

（日立市） <課長>根本 勝彦

幸紀野舘>長係<係計会森

林 北海道支所（札幌市）

総 東 北 支 所（盛岡市） 業 務 課 業 務 係 <係長>萩原 茂

合 関 西 支 所（京都市） <課長>藤原 寿昭

藤齊>長係<係理管設施）市本熊（所支州九究 髙資

所

（

研修展示係 <係長>荒木あゆみ

茨 多 摩 森 林 科 学 園

城 <園長>赤間 亮夫 普及広報専門職 菊池 忠行

県

ムーチ当担価評能機育教境環つ

く 北海道育種場（江別市） <チ ー ム 長> 井上 大成

ば 東 北 育 種 場（滝沢村）

市 関 西 育 種 場（勝央町） 都市域自然史担当チーム

）

九 州 育 種 場（合志市） <チ ー ム 長> 林 典子

教育的資源研究グループ 桂田ひとし(主任研究員)

森林農地整備センター <グループ長> 大石 康彦 勝木 俊雄(主任研究員)

郎二宏本岩）市崎川（ (主任研究員)

井上真理子(主任研究員)
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（平成24年 4月 1日現在）

林木育種センター（日立市）

森林バイオ研究センター 庶 務 課 庶 務 係 <係長>高橋 幸三

（日立市） <課長>根本 勝彦

幸紀野舘>長係<係計会森

林 北海道支所（札幌市）

総 東 北 支 所（盛岡市） 業 務 課 業 務 係 <係長>萩原 茂

合 関 西 支 所（京都市） <課長>藤原 寿昭

藤齊>長係<係理管設施）市知高（所支国四研 髙資

究 九 州 支 所（熊本市）

みゆあ木荒>長係<係示展修研所

（

多 摩 森 林 科 学 園

茨 <園長>吉丸 博志 普及広報専門職 菊池 忠行

城

ムーチ当担価評能機育教境環県

つ 北海道育種場（江別市） <チ ー ム 長> 井上 大成

く 東 北 育 種 場（滝沢村）

ば 関 西 育 種 場（勝央町） 都市域自然史担当チーム

市 九 州 育 種 場（合志市） <チ ー ム 長> 林 典子

）

教育的資源研究グループ 桂田ひとし(主任研究員)

森林農地整備センター <グループ長> 大石 康彦 島田 和則(主任研究員)

)員究研任主(雄俊木勝）市崎川（

岩本宏二郎(主任研究員)

井上真理子(主任研究員)
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４．土地及び施設

多摩森林科学園

設施）２地土）１

建物敷地 ０．９９ha 研究本館 ４７８㎡

苗 畑 ０．４１ 会議室 ２４９

樹木園 ６．９４ 分類同定室 ３４４

サクラ保存林 ７．９６ 分析実験室 ６０

試験林 ３９．８１ 温室 １２１

管理室 １７８

計 ５６．１１ha 農具及び資材庫 ２７７

車 庫 ２０１

研修員施設 １３２

研修展示館 ９７０

外便所 ４８

その他 ５９

３，１１７㎡

連光寺実験林

設施）２地土）１

建物敷地 １．３６ha 森林生態研究棟 ３７２㎡

試験林・準備林 ３．６７

㎡２７３計５０．０沼池用致誘鳥水

計 ５．０８ha

赤沼実験林

設施）２地土）１

建物敷地 ０．１８ha 管理棟 ２２６㎡

試験林 ４．９２

㎡６２２計６９．１園木樹

その他 ０．０７

計 ７．１４ha
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